
●　各会計決算状況（令和５年度）

歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差 引 額

2,353,494 2,267,309 86,185

545,752 543,825 1,927

52,894 49,931 2,963

123,212 121,126 2,086

409,498 396,986 12,512

154,901 169,224 △ 14,323

27,022 53,540 △ 26,518

173,650 163,290 10,360

106,948 171,037 △ 64,089

4,942 5,235 △ 293

0 0 0

3,952,313 3,941,503 10,810

資料：　財政課

注）会計毎にまとめてありますので合計と不一致となる場合があります。

注）万円未満は四捨五入

●　指標で見る財政事情（年度）

令和４年 令和５年

89.2% 88.2%

0.754 0.730

16.1% 16.9%

7.9% 7.8%

- -

- -

- -

資料：　財政課

（単位：　万円）

会 計 名

一 般 会 計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

財 政 力 指 数 地方自治体の財政力の強弱を示す指数で、１に近くまたは超えるほど財源に余裕がある
ものとされている。

企
　
業
　
会
　
計

水 道 事 業 会 計
収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

下 水 道 事 業 会 計
収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

訪問看護ステーション
事 業 特 別 会 計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

合 計

財政指標 各指標の意味

経 常 収 支 比 率
地方自治体の財政の弾力性を示す指標。人件費、扶助費、公債費などの経常的経費に
市税や交付税など経常的に収入される一般財源がどの程度充当されているかを示す指
標。比率が低いほど財政構造の弾力性が高いことを示す。

連結実質赤字比率 普通会計と特別会計（企業会計）を対象とした連結の実質赤字の標準財政規模に対する
比率。湖南市では、連結ベースで黒字となるため「-」となりました。

将来負担比率 一般会計等が負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。この比率が350%
を超えると早期健全化団体となり財政健全化計画の策定・実施が義務付けられる。

公債費負担比率
地方自治体の財政構造の弾力性を判断する指標。公債費に充当された一般財源の一般
財源総額に占める割合を表す比率。15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされている。

実質公債費比率 公債費による財政負担の度合いを示す指標。18％を超えると地方債の発行に県の許可
が必要になり、25％を超えると地方債の発行が制限される。

実質赤字比率 一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。湖南市は、黒字となるた
め「-」となりました。
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